
矢部川浄化センター
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表Ⅲ－１７　矢部川流域下水道事業計画

筑後市

広川町

合　計

筑後市

合　計

全体計画：平成29年度

事業計画：令和3年度

矢部川流域下水道事業の計画概要及び進捗状況

同左

同左

４７，８５０人

同左
同左

同左

同左

同左

－
－

同左

同左
同左

同左
同左

同左

４池

２池

１池

同左

平成18年10月1日

２基

２台

２基

２台

嫌気無酸素好気法＋急速ろ過

１９，２００　m3/日

４池

２池

１池

同左

１９，２００　m3/日

４池

２池

４池

２池

２８，８００　m3/日

汚
泥
処

理
施
設

１１．２ｈａ

１池

６池

３池

６池

終 末 処 理 場

供 用 開 始

矢部川浄化センター
筑後市大字島田

脱 水 機

急 速 ろ 過 池

紫 外 線 消 毒 施 設

３基

３台

機 械 濃 縮 設 備

３池

水
処
理
施
設

名　称　及　び
所　　在　　地

処 理 場 面 積

処 理 方 式

処 理 能 力

最 初 沈 殿 池

反 応 槽

関 連 市 町

処 理 面 積

12.6          

61.5          

440.1         

(千人)

ポ ン プ 場

幹 線 管 渠

みやま市

14.6          

3.9            

2,457.5      

1,759.7      47.9          

23.8          

黒 木 幹 線

広川町

八女市

最 終 沈 殿 池

計

33.2

10.7

18.5

3,931         

23,262       

8,576         

1,563         

同左

１，４６５．８ｈａ

４５，７４３人

同左

同左

同左

同左

645.0         

153.4         

1,062         

261           

290           

240           

名　称　及　び
所　　在　　地

広 川 幹 線

瀬 高 幹 線

瀬高ポンプ場
みやま市瀬高町大字本郷

φ900   ～ φ500  L = 11,220 m

φ600   ～ φ300  L =  5,310 m

L = 28,770 m

日最大
計画汚水量

7,100         

5,030         

1,331         

(m3/日)

2,954         

(m3/日) 比率(%)

4,690         

27,674       

43.0

30.7

7.8

10,823       

9,207         

8,999         

7,759         

2,573         

39.1

6,124         

16.9

240           

240           

5,714         

4,228         

926           1,158         

日平均

計　画

汚水量

13,199       

8,693         

5,597         

1,392         

365           

300           

1,310         

300           

365           

365           

300           

16,583       

7,190         

5,322         

340           2,913         

工　場
排水量

日　最　大
家庭汚水量

日　平　均
家庭汚水量

地　下
水　量

市町名

項目

( h a )

計　画
区　域

(m3/日)(ℓ/人・日) (m3/日)

計　画
人　口

(m3/日)

1,086         

802           

19.7          290           

290           

(ℓ/人・日) (m3/日)

240           300           3,024         

830           

16,922       

750           

1,100         

290           365           

令 和 3 年 度 末事 業 計 画

567           

3,200         

同左

3,020         

１，７５９．７ｈａ

21,264       

筑後市、八女市
みやま市、広川町

340           3,783         

437           3,108         

19,953       

3,690         

300           

-              

230           

870           16,569       

175           

2,500         100.0

100.0

全 体 計 画

φ1,500 ～ φ800  L = 12,240 m

排 除 方 式

処 理 人 口

２，４５７．５ｈａ

６１，５１０人

分流式

筑後市、八女市、
みやま市、広川町

7,045         

1,743         

事
業
計
画

全
体
計
画

331.1         9.7            

みやま市

19.3          

5.8            

6,909         

2,331         

八女市

809.1         

916.0         

292.3         

630.2         

表Ⅲ－１７　矢部川流域下水道事業計画

筑後市

広川町

合　計

筑後市

合　計

全体計画：平成29年度

事業計画：令和3年度

矢部川流域下水道事業の計画概要及び進捗状況

同左

同左

４７，８５０人

同左
同左

同左

同左

同左

－
－

同左

同左
同左

同左
同左

同左

４池

２池

１池

同左

平成18年10月1日

２基

２台

２基

２台

嫌気無酸素好気法＋急速ろ過

１９，２００　m3/日

４池

２池

１池

同左

１９，２００　m3/日

４池

２池

４池

２池

２８，８００　m3/日

汚
泥
処

理
施
設

１１．２ｈａ

１池

６池

３池

６池

終 末 処 理 場

供 用 開 始

矢部川浄化センター
筑後市大字島田

脱 水 機

急 速 ろ 過 池

紫 外 線 消 毒 施 設

３基

３台

機 械 濃 縮 設 備

３池

水
処
理
施
設

名　称　及　び
所　　在　　地

処 理 場 面 積

処 理 方 式

処 理 能 力

最 初 沈 殿 池

反 応 槽

関 連 市 町

処 理 面 積

12.6          

61.5          

440.1         

(千人)

ポ ン プ 場

幹 線 管 渠

みやま市

14.6          

3.9            

2,457.5      

1,759.7      47.9          

23.8          

黒 木 幹 線

広川町

八女市

最 終 沈 殿 池

計

33.2

10.7

18.5

3,931         

23,262       

8,576         

1,563         

同左

１，４６５．８ｈａ

４５，７４３人

同左

同左

同左

同左

645.0         

153.4         

1,062         

261           

290           

240           

名　称　及　び
所　　在　　地

広 川 幹 線

瀬 高 幹 線

瀬高ポンプ場
みやま市瀬高町大字本郷

φ900   ～ φ500  L = 11,220 m

φ600   ～ φ300  L =  5,310 m

L = 28,770 m

日最大
計画汚水量

7,100         

5,030         

1,331         

(m3/日)

2,954         

(m3/日) 比率(%)

4,690         

27,674       

43.0

30.7

7.8

10,823       

9,207         

8,999         

7,759         

2,573         

39.1

6,124         

16.9

240           

240           

5,714         

4,228         

926           1,158         

日平均

計　画

汚水量

13,199       

8,693         

5,597         

1,392         

365           

300           

1,310         

300           

365           

365           

300           

16,583       

7,190         

5,322         

340           2,913         

工　場
排水量

日　最　大
家庭汚水量

日　平　均
家庭汚水量

地　下
水　量

市町名

項目

( h a )

計　画
区　域

(m3/日)(ℓ/人・日) (m3/日)

計　画
人　口

(m3/日)

1,086         

802           

19.7          290           

290           

(ℓ/人・日) (m3/日)

240           300           3,024         

830           

16,922       

750           

1,100         

290           365           

令 和 3 年 度 末事 業 計 画

567           

3,200         

同左

3,020         

１，７５９．７ｈａ

21,264       

筑後市、八女市
みやま市、広川町

340           3,783         

437           3,108         

19,953       

3,690         

300           

-              

230           

870           16,569       

175           

2,500         100.0

100.0

全 体 計 画

φ1,500 ～ φ800  L = 12,240 m

排 除 方 式

処 理 人 口

２，４５７．５ｈａ

６１，５１０人

分流式

筑後市、八女市、
みやま市、広川町

7,045         

1,743         

事
業
計
画

全
体
計
画

331.1         9.7            

みやま市

19.3          

5.8            

6,909         

2,331         

八女市

809.1         

916.0         

292.3         

630.2         
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遠賀川中流浄化センター

Ⅲ－９　遠賀川中流流域下水道事業

　遠賀川中流流域下水道の計画区域は、１級河川遠賀川の中流に位置し、遠賀川に流入する犬鳴川及び
一部彦山川にまたがる区域であり、関連市町は、直方市、宮若市及び小竹町の２市１町により構成されて
いる。
　これらの区域は、福岡・北九州都市圏に隣接していることから、福岡市及び北九州市のベッドタウンとし
て発展しており、公共用水域の水質保全及び地域住民の生活環境の改善を目的として、平成１１年度に事
業着手し、平成１８年９月に供用を開始している。
　流域幹線管渠は、若宮宮田直方、小竹宮田、宮田、小竹直方及び直方の５幹線で、地形上の理由から一
部は圧送方式としており、現在供用中の龍徳ポンプ場、感田ポンプ場、勝野ポンプ場及び溝堀ポンプ場
をはじめ５つのポンプ場を建設する計画である。また、終末処理場である遠賀川中流浄化センターは直方
市に位置している。
　現在は、流域幹線管渠の整備を進めると共に、関連市町の面整備と整合した処理場整備の進捗を図っ
ていくこととしている。
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表Ⅲ－１８　遠賀川中流流域下水道事業計画

全体計画：平成28年度

事業計画：令和3年度

遠賀川中流流域下水道事業の計画概要及び進捗状況

22,244

- 255 1,479 1,888

2,000

3,100 3,273 23,340

6,348

- 11,712 14,699

61.0

7,336 9,268 32.4920

6.6

100.0

1,885

275 14,263

宮若市

28,617

1,100 2,098 14,525 17,461

合　計

事
業
計
画

小竹町 285.0 5.1 220 1,224

合　計 1,198.4 37.7

宮若市

全
体
計
画

直方市 1,786.0 42.0 220 11,327

9,827 12,814

小竹町 103.9 2.4 220 576

直方市 755.0 26.0 220 7,031

名　称　及　び
所　　在　　地

2,900.0 65.5

直 方 幹 線

10,156- 1,302 8,333

315

小 竹 直 方 幹 線

ポ  　ン  　プ  　場

勝野ポンプ場
小竹町大字勝野字水落

同左
同左

同左
同左

龍徳ポンプ場
宮若市大字龍徳字稲築

同左
同左

同左
同左

同左
同左

１台

平成18年9月1日

嫌気無酸素好気法

８，２００　m3/日

1池

1池

２台３台

1池

1池

１基

同左
同左

同左
同左

－

同左

同左 φ1,350 ～ φ250  L =  6,527 m

同左

３池

同左
同左

７６８ｈａ

２５，０１４人

同左

同左同左

同左 同左

同左

同左

L = 31,066m

感田中継ポンプ場
直方市感田字小原、清宝寺

御徳ポンプ場
小竹町大字御徳

同左

同左

同左
同左

－
溝堀ポンプ場

直方市溝堀一丁目

１池

１基

同左

１２，３００　m3/日

３池

３池

２８，７００　m3/日

遠賀川中流浄化センター
直方市大字植木字老良

同左
同左

同左

嫌気無酸素好気法＋急速ろ過

３７，６００人

同左

５．１７ｈａ

φ600 ～ φ450   L =  1,170 m

φ800   ～ φ350  L =  3,590 m

脱 水 機

７池

７池

７池

３池塩 素 混 和 池

３基理
施
設

汚
泥
処

水
処
理
施
設

名　称　及　び
所　　在　　地

処 理 場 面 積

処 理 方 式

処 理 能 力

最 初 沈 殿 池

機 械 濃 縮 設 備

反 応 槽

最 終 沈 殿 池

日最大
計画汚水量

終 末 処 理 場

供 用 開 始

計　画
人　口

関 連 市 町

処 理 面 積

(千人)

幹 線 管 渠 若 宮 宮 田 直 方 幹 線

日　平　均
家庭汚水量

処 理 人 口

排 除 方 式

同左直方市、宮若市、小竹町

２，９００ｈａ

６５，４５０人

分流式

１，１９８ｈａ

同左

(m3/日)

令 和 3 年 度 末事 業 計 画

(ℓ/人・日) (m3/日) (m3/日) 比率(%)

275 8,854

工　場
排水量

日　最　大
家庭汚水量

(m3/日) (m3/日)(ℓ/人・日) (m3/日)

地　下
水　量

日平均

計　画

汚水量

( h a )

計　画
区　域

市町名

項目

計

小 竹 宮 田 幹 線

宮 田 幹 線

全 体 計 画

φ1,350 ～ φ300  L = 14,680 m

L = 33,100 m

φ1,350 ～ φ150  L = 7,370 m

φ700   ～ φ250  L =  6,290 m

1,633295

16,967

-

295 768 -

2,220 3,192

829.0 18.4 220 4,416 315

339.5 9.3 220 3,655463 2,683

120 696 888

表Ⅲ－１８　遠賀川中流流域下水道事業計画

全体計画：平成28年度

事業計画：令和3年度

遠賀川中流流域下水道事業の計画概要及び進捗状況

22,244

- 255 1,479 1,888

2,000

3,100 3,273 23,340

6,348

- 11,712 14,699

61.0

7,336 9,268 32.4920

6.6

100.0

1,885

275 14,263

宮若市

28,617

1,100 2,098 14,525 17,461

合　計

事
業
計
画

小竹町 285.0 5.1 220 1,224

合　計 1,198.4 37.7

宮若市

全
体
計
画

直方市 1,786.0 42.0 220 11,327

9,827 12,814

小竹町 103.9 2.4 220 576

直方市 755.0 26.0 220 7,031

名　称　及　び
所　　在　　地

2,900.0 65.5

直 方 幹 線

10,156- 1,302 8,333

315

小 竹 直 方 幹 線

ポ  　ン  　プ  　場

勝野ポンプ場
小竹町大字勝野字水落

同左
同左

同左
同左

龍徳ポンプ場
宮若市大字龍徳字稲築

同左
同左

同左
同左

同左
同左

１台

平成18年9月1日

嫌気無酸素好気法

８，２００　m3/日

1池

1池

２台３台

1池

1池

１基

同左
同左

同左
同左

－

同左

同左 φ1,350 ～ φ250  L =  6,527 m

同左

３池

同左
同左

７６８ｈａ

２５，０１４人

同左

同左同左

同左 同左

同左

同左

L = 31,066m

感田中継ポンプ場
直方市感田字小原、清宝寺

御徳ポンプ場
小竹町大字御徳

同左

同左

同左
同左

－
溝堀ポンプ場

直方市溝堀一丁目

１池

１基

同左

１２，３００　m3/日

３池

３池

２８，７００　m3/日

遠賀川中流浄化センター
直方市大字植木字老良

同左
同左

同左

嫌気無酸素好気法＋急速ろ過

３７，６００人

同左

５．１７ｈａ

φ600 ～ φ450   L =  1,170 m

φ800   ～ φ350  L =  3,590 m

脱 水 機

７池

７池

７池

３池塩 素 混 和 池

３基理
施
設

汚
泥
処

水
処
理
施
設

名　称　及　び
所　　在　　地

処 理 場 面 積

処 理 方 式

処 理 能 力

最 初 沈 殿 池

機 械 濃 縮 設 備

反 応 槽

最 終 沈 殿 池

日最大
計画汚水量

終 末 処 理 場

供 用 開 始

計　画
人　口

関 連 市 町

処 理 面 積

(千人)

幹 線 管 渠 若 宮 宮 田 直 方 幹 線

日　平　均
家庭汚水量

処 理 人 口

排 除 方 式

同左直方市、宮若市、小竹町

２，９００ｈａ

６５，４５０人

分流式

１，１９８ｈａ

同左

(m3/日)

令 和 3 年 度 末事 業 計 画

(ℓ/人・日) (m3/日) (m3/日) 比率(%)

275 8,854

工　場
排水量

日　最　大
家庭汚水量

(m3/日) (m3/日)(ℓ/人・日) (m3/日)

地　下
水　量

日平均

計　画

汚水量

( h a )

計　画
区　域

市町名

項目

計

小 竹 宮 田 幹 線

宮 田 幹 線

全 体 計 画

φ1,350 ～ φ300  L = 14,680 m

L = 33,100 m

φ1,350 ～ φ150  L = 7,370 m

φ700   ～ φ250  L =  6,290 m

1,633295

16,967

-

295 768 -

2,220 3,192

829.0 18.4 220 4,416 315

339.5 9.3 220 3,655463 2,683

120 696 888
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流 域 名 事業着手年度 供用開始年度 

供用からの 

経過年数 

（R3末時点） 

御笠川那珂川流域下水道 昭和 46年度 昭和 50年度 46年 

多々良川流域下水道 昭和 60年度 平成 6年度 27年 

宝満川流域下水道 昭和 59年度 昭和 63年度 33年 

宝満川上流流域下水道 平成 5年度 平成 10年度 23年 

筑後川中流右岸流域下水道 平成 6年度 平成 15年度 18年 

遠賀川下流流域下水道 平成 7年度 平成 15年度 18年 

矢部川流域下水道 平成 9年度 平成 18年度 15年 

遠賀川中流流域下水道 平成 11年度 平成 18年度 15年 
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流 域 名 事業着手年度 供用開始年度 

供用からの 

経過年数 

（R3末時点） 

御笠川那珂川流域下水道 昭和 46年度 昭和 50年度 46年 

多々良川流域下水道 昭和 60年度 平成 6年度 27年 

宝満川流域下水道 昭和 59年度 昭和 63年度 33年 

宝満川上流流域下水道 平成 5年度 平成 10年度 23年 

筑後川中流右岸流域下水道 平成 6年度 平成 15年度 18年 

遠賀川下流流域下水道 平成 7年度 平成 15年度 18年 

矢部川流域下水道 平成 9年度 平成 18年度 15年 

遠賀川中流流域下水道 平成 11年度 平成 18年度 15年 
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能性震耐年手着事工名場プンポ能性震耐年手着事工名場理処能性震耐名線幹

二日市 1973 ～ 1980 ○

春日 1975 ～ 1975 ○

那珂川 1974 ～ 1974 ○

老司 1980 ～ 1980 ○

放流1号 1973 ～ 1973 ○

放流2号 1988 ～ 1988 ○

宇美 1989 ～ 1996 ○

須恵 1995 ～ 1996 ○

篠栗 1992 ～ 1997 ○

篠栗北 2000 ～ 2000 ○

久山（久山P） 1994 ～ 1996 ○

久山（下山田P） 1999 ～ 2001 ○

須恵北 2000 ～ 2000 ○

第1放流 1992 ～ 1993 ○

三国 1986 ～ 1987 ○

横隈 1987 ～ 1998 ○

津古 1987 ～ 1987 ○

馬市 1995 ～ 1995 ○

夜須 1996 ～ 2000 ○

山家 1996 ～ 2000 ○

永岡 1995 ～ 1997 ○

太宰府 2002 ～ 2009 ○

連絡管 2005 ～ 2005 ○

送泥管 1999 ～ 1999 ○

甘木 1997 ～ 2005 ○

大刀洗 2001 ～ 2005 ○

小郡 1997 ～ 2001 ○

連絡管 2001 ～ 2001 ○

水巻中間 1996 ～ 2006 ○

遠賀 1999 ～ 2007 ○

鞍手西 2004 ～ 2006 ○

第1－1放流 2001 ～ 2001 ○

黒木 1998 ～ ○

広川 2001 ～ 2008 ○

瀬高 2000 ～ 2009 ○

山ノ井川放流管渠 2004 ～ 2005 ○

若宮・宮田直方 1995 ～ ○

小竹・直方 1994 ～ 2003 ○

小竹・宮田 2005 ～ ○

直方 1993 ～ 2008 ○

○5002)PM（野勝○9002～8002田宮

多々良川

工事期間

御笠川

多々良川

1972

流域名
名場理処設施路管

▲

ポンプ場名

御笠川那珂川

遠賀川中流

宝満川

宝満川上流

筑後川中流
右岸

遠賀川下流

矢部川

遠賀川中流

宝満川

宝満川

福童

遠賀川下流

矢部川

2000

▲

○

1990

1986

2002

1999

1998

2004

▲

○

○

○

○

- - -

下山田
汚水中継

久山
汚水中継

2000 ○

2001 ○

力武

馬市

1986 ○

1995 ○

朝日中継

-

瀬高（MP) 2006 ○

1997 ○

- -

○

○蓮花寺中継 1995

遠賀中継 2007

龍徳

感田中継 2010 ○

2006 ○

○1999鞍手 ～ 2007

＜凡例＞ 

〇：耐震性能あり、▲：処理場施設（土木・建築）の一部に未耐震箇所あり 
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能性震耐年手着事工名場プンポ能性震耐年手着事工名場理処能性震耐名線幹

二日市 1973 ～ 1980 ○

春日 1975 ～ 1975 ○

那珂川 1974 ～ 1974 ○

老司 1980 ～ 1980 ○

放流1号 1973 ～ 1973 ○

放流2号 1988 ～ 1988 ○

宇美 1989 ～ 1996 ○

須恵 1995 ～ 1996 ○

篠栗 1992 ～ 1997 ○

篠栗北 2000 ～ 2000 ○

久山（久山P） 1994 ～ 1996 ○

久山（下山田P） 1999 ～ 2001 ○

須恵北 2000 ～ 2000 ○

第1放流 1992 ～ 1993 ○

三国 1986 ～ 1987 ○

横隈 1987 ～ 1998 ○

津古 1987 ～ 1987 ○

馬市 1995 ～ 1995 ○

夜須 1996 ～ 2000 ○

山家 1996 ～ 2000 ○

永岡 1995 ～ 1997 ○

太宰府 2002 ～ 2009 ○

連絡管 2005 ～ 2005 ○

送泥管 1999 ～ 1999 ○

甘木 1997 ～ 2005 ○

大刀洗 2001 ～ 2005 ○

小郡 1997 ～ 2001 ○

連絡管 2001 ～ 2001 ○

水巻中間 1996 ～ 2006 ○

遠賀 1999 ～ 2007 ○

鞍手西 2004 ～ 2006 ○

第1－1放流 2001 ～ 2001 ○

黒木 1998 ～ ○

広川 2001 ～ 2008 ○

瀬高 2000 ～ 2009 ○

山ノ井川放流管渠 2004 ～ 2005 ○

若宮・宮田直方 1995 ～ ○

小竹・直方 1994 ～ 2003 ○

小竹・宮田 2005 ～ ○

直方 1993 ～ 2008 ○

○5002)PM（野勝○9002～8002田宮

多々良川

工事期間

御笠川

多々良川

1972

流域名
名場理処設施路管

▲

ポンプ場名

御笠川那珂川

遠賀川中流

宝満川

宝満川上流

筑後川中流
右岸

遠賀川下流

矢部川

遠賀川中流

宝満川

宝満川

福童

遠賀川下流

矢部川

2000

▲

○

1990

1986

2002

1999

1998

2004

▲

○

○

○

○

- - -

下山田
汚水中継

久山
汚水中継

2000 ○

2001 ○

力武

馬市

1986 ○

1995 ○

朝日中継

-

瀬高（MP) 2006 ○

1997 ○

- -

○

○蓮花寺中継 1995

遠賀中継 2007

龍徳

感田中継 2010 ○

2006 ○

○1999鞍手 ～ 2007

＜凡例＞ 

〇：耐震性能あり、▲：処理場施設（土木・建築）の一部に未耐震箇所あり 

Ⅲ－１２ 流域下水道の地震対策について 

 

                                  

 

下水道は人が社会生活を営む上で欠かせない重要なライフラインの一つである。 

近年の大規模地震による下水道施設の被害は、終末処理場における処理機能の停止をはじめ下水

道管の損壊による道路陥没・交通障害、排水不能による汚水の滞留や未処理下水の流出など住民の

生活や社会活動に甚大な影響を及ぼすこととなる。 

このため、本県が管理する流域下水道では、下水道施設の耐震化に取り組んでいる。 

 

      

 

県では、平成 24 年度までに流域下水道の施設について耐震診断を行っている。 

各流域下水道における耐震診断結果は以下のとおり。 

 

 

幹線名 耐震性能 処理場名 工事着手年 耐震性能 ポンプ場名 工事着手年 耐震性能

二日市 1973 ～ 1980 ○

春日 1975 ～ 1975 ○

那珂川 1974 ～ 1974 ○

老司 1980 ～ 1980 ○

放流1号 1973 ～ 1973 ○

放流2号 1988 ～ 1988 ○

宇美 1989 ～ 1996 ○

須恵 1995 ～ 1996 ○

篠栗 1992 ～ 1997 ○

篠栗北 2000 ～ 2000 ○

久山（久山P） 1994 ～ 1996 ○

久山（下山田P） 1999 ～ 2001 ○

須恵北 2000 ～ 2000 ○

第1放流 1992 ～ 1993 ○

三国 1986 ～ 1987 ○

横隈 1987 ～ 1998 ○

津古 1987 ～ 1987 ○

馬市 1995 ～ 1995 ○

夜須 1996 ～ 2000 ○

山家 1996 ～ 2000 ○

永岡 1995 ～ 1997 ○

太宰府 2002 ～ 2009 ○

連絡管 2005 ～ 2005 ○

送泥管 1999 ～ 1999 ○

甘木 1997 ～ 2005 ○

大刀洗 2001 ～ 2005 ○

小郡 1997 ～ 2001 ○

連絡管 2001 ～ 2001 ○

水巻中間 1996 ～ 2006 ○

遠賀 1999 ～ 2007 ○

鞍手西 2004 ～ 2006 ○

第1－1放流 2001 ～ 2001 ○

黒木 1998 ～ ○

広川 2001 ～ 2008 ○

瀬高 2000 ～ 2009 ○

山ノ井川放流管渠 2004 ～ 2005 ○

若宮・宮田直方 1995 ～ ○

小竹・直方 1994 ～ 2003 ○

小竹・宮田 2005 ～ ○

直方 1993 ～ 2008 ○

宮田 2008 ～ 2009 ○ 勝野（MP) 2005 ○

多々良川

工事期間

御笠川

多々良川

1972

流域名
管路施設 処理場名

▲

ポンプ場名

御笠川那珂川

遠賀川中流

宝満川

宝満川上流

筑後川中流
右岸

遠賀川下流

矢部川

遠賀川中流

宝満川

宝満川

福童

遠賀川下流

矢部川

2000

▲

○

1990

1986

2002

1999

1998

2004

▲

○

○

○

○

- - -

下山田
汚水中継

久山
汚水中継

2000 ○

2001 ○

力武

馬市

1986 ○

1995 ○

朝日中継

-

瀬高（MP) 2006 ○

1997 ○

- -

○

○蓮花寺中継 1995

遠賀中継 2007

龍徳

感田中継 2010 ○

2006 ○

○1999鞍手 ～ 2007

＜凡例＞ 

〇：耐震性能あり、▲：処理場施設（土木・建築）の一部に未耐震箇所あり 

２．流域下水道における耐震性能 

１．概 要 
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３．対策内容、実施計画 

 

 
４．地震対策の対策例 

　流域下水道の地震対策を実現可能なものとするため、平成 2 5 年～平成 2 9 年までを第 1 期短期計画、
平成 3 1 年～令和 5 年までを第 2 期短期計画、令和 6 年以降を中長期計画に区分し、地震対策を進めて
いる。
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３．対策内容、実施計画 

 

 
４．地震対策の対策例 
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